
　　　　

令和８ 年 3 月 1 日

13 時 OO 分から 17 時 OO 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 ルック未来びさい 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日

法人（事業所）理念 お子様ひとり一人が主役となり自身の特性や課題と向き合えるように寄り添った療育を実践し、自己肯定感を高め生き抜く力を育みます。

支援方針
様々な体験活動を実践していくことで各児童の強みを見出し心身の発達に繋げていきます。支援計画の立案はそれぞれの困りごとに応じた支援を計画して利用者様の意思を尊重した支援を
行うことで利用者様の思い絵描く夢に少しでも近づけられるようにしていきます。将来的には自立しての日常生活や社会生活が送れるように寄り添った支援をしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

子ども達が健康に自立した生活が送れるように取り組みます。
①基本的スキルの獲得・向上（おやつ作り・調理実習・手洗い・身だしなみのチェック・水分摂取等の支援）
②部屋のレイアウトや掲示板での可視化（１日の流れの見通しが付けられるような視覚支援）
③片付け方など空間の構造化を図る。

遊びや作業を通して手先・指先からの感覚刺激を受けられるようにして、また自由遊び時間には体幹を鍛えていけるようにしていきます。
①感覚の特性への対応（折り紙・アイロンビーズ・コイン落とし・ペグ刺しの活動を通して感覚認知の形成）
②姿勢と運動・動作の基本的技術の向上（バランスボール・ボルダリング・平均台・ジャンプ・縄跳び・ラジオ体操等）
③保有している感覚の活用向上。

絵合わせ・色合わせ・知育パズル・お金の計算等、特性に合わせたカリキュラムを実践していき認知機能を高めていきます。
①お金の学習としてプリントでの学習や自身のおやつを選んで買う認知体験（週に１回以上、施設内で決められた金額でおやつのお買い物）
②感覚や認知の活用（身体部位・色・比較・位置の運動療育）
③身近な例をもとに考えるスキルトレーニングの実践。

色々な場面を想定し、言語の発達に合わせたコミュニケーション能力の向上。
①あいさつや日常の会話を通して円滑なコミュニケーションを図る。
②コミュニケーション機器の活用（絵カード、身振り・手振り、ジェスチャーなどの非言語コミュニケーションで相互理解を図る）
③人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得（話をする機会を提供して話す力と聞く力をを身に付ける）

社会性や人間関係の発達を促していける環境を整えて実践していく。
①一人遊びから協働・協同遊び（カードゲーム・ボードゲーム・ペットボトルボウリング等集団ゲーム）を通して自己理解や他者理解能力を養う。
②模擬行為（ごっこ遊び・模擬体験）を通して物の価値やお金の大切さを学ぶ。
③集団行動・集団活動をする中で公共のマナーやルールを身に付けていく。

主な行事等
季節行事（初詣・書初め・花見・バーベキュー・夏の水遊び・夏祭り・ハロウィン・クリスマス会・お誕生日会等）に併せて季節感のある壁紙作り・自由工作活動、小集団
でのカルタ取りやボードゲーム・カードゲーム。お買い物体験、野外活動などの実施。

家族支援

・送迎時に活動の様子や本人の表情、言葉を添えて細かく伝えていけるようにし
ます。また、事業所で行っている事が御家庭でどのように反映されているか情報
の共有、交換を行っていきます。
・定期的に日頃の様子や課題について保護者様と話し合いをしてお子様の成長を
見守ります。

移行支援

・具体的な移行や将来を見据えた子どもの発達の評価・支援。
・並行利用のある子どもは、支援内容や状態の共有。
・並行利用の場合の利用日数の調整。
・学校や家庭、放課後等デイサービスでの様子や支援の取り組みについて
の情報共有を行い、共通の対応を行います。

地域支援・地域連携
・図書館や体育館・公園など地域の公共施設を利用し地域資源を活用します。
・地域の学校や他福祉サービスとの連携
・医療機関、児童相談所、保健所との連携

職員の質の向上

・職員の専門性を高めるために、資格取得にかかる費用の補助をしていま
す。
・勉強会や研修に参加し、職員が積極的に学べる場を整え基本的な知識が
身に付けられるようにしています。


